








〔要約〕

新生児期に神経症状および呼吸障害など重篤な症状を示す先天性アミノ酸代謝異常症,メ

ープルシロップ尿症に対しては早期発見のための新生児マス・スクリーニングが欧米なら

びに我が国で行われており,過去十数年の成績が集積しつつある。そして,本症のスクリー

ニングは臨床的に有用であることが明らかにされたが,疫学的な見地から本症のスクリー

ニングを吟味した報告は極めて稀であり,今後はより広い見地から,本症のスクリーニング

の位置づけを総合的に吟味する必要があるものと考えられた。


